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No.874

Great Little Town ASHIYA
「広報あしや」は、毎月１日と15日に新聞折り込みで各ご家庭に配布しています。

第25回芦屋サマーカーニバル
　８月３日、今年もキャナルパークでのドラゴンボートレースに
始まり、メイン会場の総合公園(潮芦屋)でのイベントや縁日、そ
して約3,000発の花火に約12万人が参加し、終日にぎわいました。

問
い
合
わ
せ
　
防
災
対
策
課
　
1
#8
２
０
９
３

台
風
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て

　
　「
日
頃
の
備
え
」
と
「
早
め
の
避
難
」

　
本
年
も
七
月
に
九
州
で
、
土
砂
災
害
等
に

よ
り
、
多
く
の
か
た
が
た
の
尊
い
生
命
・
財

産
が
一
瞬
の
う
ち
に
奪
い
去
ら
れ
る
と
い
う

痛
ま
し
い
惨
事
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

今
一
度
日
頃
の
備
え
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

◆
気
象
情
報
を
理
解
し
早
め
の
対
応
を

　
熱
帯
低
気
圧
の
最
大
風
速
が
秒
速
十
七

メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
っ
た
も
の
が
「
台
風
」

で
す
。
台
風
の
状
態
は
、
表
①
の
よ
う
に

「
大
き
さ
」
と
「
強
さ
」
で
表
し
ま
す
。

市議会定例会の日程
　平成15年第３回定例会は、９月８日(月)
に招集され、９月26日(金)までの日程で開
催する予定です。
　本会議・各委員会の予定は次のとおりで
す。傍聴を希望されるかたは、日程が変更
になることがありますのでお確かめの上、
ご来場ください。
◇９月５日(金)
　【議会運営委員会】
◇９月８日(月)
　【本会議】　議案提案説明等
◇９月９日(火)～11日(木)
　【各常任委員会】
　　補足説明、質疑、討論、採決
◇９月12日(金)
　【議会運営委員会】
◇９月16日(火)・17日(水)
　【本会議】　一般質問等
◇９月25日(木)
　【議会運営委員会】
◇９月26日(金)
　【本会議】　委員長報告、討論、採決等

◆
台
風
に
備
え
る

　
気
象
情
報
な
ど

に
注
意
し
、
早
め

に
台
風
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

・
屋
根
に
設
置
し

　
た
ア
ン
テ
ナ
や

　
ベ
ラ
ン
ダ
に
置
い
て
あ
る
物
は
固
定
す

　
る
か
屋
内
へ

・
雨
ど
い
の
詰
ま
り
や
継
ぎ
目
が
外
れ
て

　
い
な
い
か
を
確
認

・
家
の
回
り
の
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
物
を
取

　
り
込
む

・
雨
戸
や
窓
の
補
強

・
非
常
持
ち
出
し
品

　
の
点
検

・
停
電
に
備
え
て
懐
中

電
灯
や
ラ
ジ
オ
の
準
備

・
非
常
食
・
飲
料
水
の
準
備

◆
排
水
を
ひ
か
え
る

　
市
街
地
で
は
、
長
雨
や
大
雨
の
際
に
は

な
る
べ
く
風
呂
や
洗
濯
の
排
水
を
ひ
か
え

て
、
す
こ
し
で
も
下
水
へ
の
水
量
を
減
ら

す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
早
め
の
避
難
を

　
山
間
部
、
傾
斜
地
、
が
け
の
近
く
で
次

の
よ
う
な
前
兆
現
象
が

起
き
た
と
き
は
、
早
め

に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

【
土
石
流
】

・
山
鳴
り
が
す
る

・
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
、
川
の
水

　
位
が
下
が
る

・
川
の
流
れ
が
急
に
濁
っ
た
り
、
流
木
が

　
混
ざ
り
始
め
る

【
が
け
崩
れ
】

・
が
け
か
ら
の
水
が
濁
る

・
が
け
に
亀
裂
が
入
る

・
が
け
か
ら
小
石
が
落
ち
て
く
る

【
地
す
べ
り
】

・
斜
面
に
ひ
び
わ
れ
が
入
る

・
地
鳴
り
が
聞
こ
え
る

・
斜
面
か
ら
水
が
ふ
き
出
る

　
ま
た
、
海
岸
付
近
で
は
、
「
高
潮
注
意

報
」
「
高
潮
警
報
」
な
ど
の
情
報
に
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
避
難
す
る
と
き
の
注
意
点

・
火
の
元
の
点
検

・
戸
締
ま
り
の
点
検

・
外
出
中
の
家
族
に
、
避
難
先
な
ど
の
連

　
絡

・
動
き
や
す
い
格
好
で
、
二
人
以
上
で
の

　
行
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

・
車
の
使
用
は
、
避
け
ま
し
ょ
う

・
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
を
地
域
の
み
ん

　
な
で
守
り
ま
し
ょ
う

問い合わせ　市議会事務局　138-2001

平成１５年第３回表①　台風の大きさと強さ

土石流 がけ崩れ 地すべり

8月15日号2003年
（平成15年）

＝台風の大きさ＝
　平均風速が１秒間に15ｍ以上の風の半径が
　500km～800km 大型の台風
　800km以上 超大型の台風
＝台風の強さ＝
　域内の最大風速が
　秒速33m～44m 強い台風
　秒速44m～54m 非常に強い台風
　秒速54m以上 猛烈な台風
【風速】
　平均風速［風の10分間の平均の速さ］
　10m～15m　やや強い風…風に向かって歩きにくい
　15m～20m　強い風…風に向かって歩けない
　20m～25m　非常に強い風…車の運転を続けるのは危険な状態
　25m～30m　非常に強い風(暴風)…樹木が根こそぎ倒れはじめる
　30m以上 　猛烈な風…屋根が飛ばされたりする
【低気圧】
　地表面を押しつける大気の力を気圧といい、海面にかかっているお
よそ１kgの重さを標準気圧(1,013ヘクトパスカル)としています。
　気圧はいつも変動し、気圧が下がるときを低気圧(地表を押す力が薄
くなる状態)といい、天候が悪くなります。
　地表を押す力が薄くなると海面が盛り上がり、高潮となって被害が
出たりします。また、中心気圧の低い台風は、強い台風の条件です。
【雨量】
　１時間雨量
　10mm～20mm　やや強い雨…ザーザーと降る
　20mm～30mm　強い雨…どしゃ降り
　30mm～50mm　激しい雨…バケツをひっくり返したように降る
　50mm～80mm　非常に激しい雨…滝のように降る

問い合わせ　高年福祉課　138-2044

日　時　９月13日(土)午後１時30分～３時30分
会　場　ルナ・ホール
内　容　お祝いの式典と余興
　今年も昨年と同様に、次のかたに限り式典出席と記念品の
引き換えをご案内させていただきます。
＊今年70歳のかた(昭和８年生まれのかた)
＊今年数えの77歳(喜寿)のかた(昭和２年生まれのかた)
＊今年数えの88歳(米寿)のかた(大正５年生まれのかた)
＊今年数えの99歳(白寿)のかた(明治38年生まれのかた)
◆対象のかたへは、ご案内のはがきを９月上旬に郵送します

敬老会を開催します
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お　し　ら　せ

ご�

な�い�

ん�あ�ご�

な�い�

ん�あ�

あしやＮＯＷ(＊)　フォーカス芦屋「芦屋市議会議長に聞く」

リピート９ｃｈ(あしや自然百科(＊)【再放送】)

　　　　「芦屋の湿地帯の生物」(平成10年８月放送)

チャレンジリポート(＊) 「チャレンジ  レスキュー」

広報とりっきり(＊) 精道コミスク夏まつり、しそう森林王国「自然

　　　　　　　　　体験交流会」、芦屋浜夏まつり、学校給食展ほか

芦屋市民企画番組(＊)「夏休みこどもニュース」

西宮ライブラリー 町名の由来「高畑町・深津町」

ニッポンみたまま(30分) 「感動体験!!　田舎に行ってみませんか？」

9ch
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組�
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イ�
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　8／15（６：00～）～8／31　（～24：00）

１
時
間
目

２
時
間
目

開始時刻

00

20

30

40

00

20

30

■放送時間　６：00～24：00(上記の順に毎朝６時から２時間サイクルで９回繰り返し放送します)

■(＊)印の番組はビデオの貸出可 ■広報チャンネル(９ch)に関する問い合わせ　広報課　138-2006

■CATV全般に関する問い合わせ　 ㈱ケーブルネット神戸芦屋(J-COM Broadband神戸・芦屋)　70120-13-8160

①  6:00

②  8:00

③10:00

④12:00

⑤14:00

⑥16:00

⑦18:00

⑧20:00

⑨22:00

◆◇◆土曜・日曜日の電話相談◆◇◆

１

２
３
４
５
６
７

８

９
10

電話・インターネット関連サービス(携帯・ツーショット
ダイヤル・ダイヤルＱ２等のアダルト情報料)
賃貸住宅・戸建・マンション等の契約トラブル、不具合等
サラ金・ヤミ金・クレジット等融資関連
住宅の修理・リフォーム工事等
各種学校・教室・講座
浄水器･活水器
内職(宛名書き、チラシ配り、テープ起こし等)
健康食品
新聞(契約、解約のトラブル等)
クリーニング(シミ、色落ち、縮み、紛失等)
引越サービス(破損、紛失等)

１４４　

１０３　
８０
５６
４１
２６
２１
２０
２０
１９
１６

　
１０４　

１１４　
３４
３５
２４
１３
１８
１１
２０
２４
　４

平成14年度　相談件数上位10位

 商　　品　・　役　務　名
件　数(件)

順位 13年度14年度

平成14年度消費生活相談のまとめ

増加し続ける消費者トラブル

　平成14年度に消費生活センターへ寄せられた相談件数は1,062件で、初めて1,000件を突破しました。前年度に

比べると187件(21％)の増加です。相談の中では、苦情が942件で89％を占めています。相談件数を年代別性別に

見てみると、全体では女性が男性の1.6倍で、男女とも30歳台が最も多く、それぞれ25％、22％を占めています。

問い合わせ　消費生活センター　138-2034

後を絶たない浄水器・活水器の被害

　浄水器・活水器の被害も後を絶ちません。特に悪質なのは、一人住まいの高齢者
をターゲットにしていることです。不安を煽るセールストークで、不必要な商品を
よくわからないまま強引に契約させたあげく、数カ月とか１年後などに同じ業者が何
度も訪問し、次々と新しい浄水器に買い換えさせたり、別の業者が次々と訪れて契約
させ、別居の家族が行ってみると浄水器が４つもたまっていたという事例もあります。

　悪質業者は、巧妙に、強引に契約を迫りますが、いらないものははっきり
断ることが肝心です。必要な場合でも、その場で契約せず、家族や周りの人
に相談したり、他の業者・商品とも比較するなど慎重にしましょう。
　訪問販売などで契約してしまった場合、８日以内であれば無条件で解約で
きるクーリング・オフ制度があります。　
　消費者契約法では、①不実を告げられたり②不利な情報を知らされなかっ
たり③不確実なことを断定的に告げられたり(絶対儲かるなど)　④「帰って
欲しい」「帰りたい」と言ったが聞いてくれないで契約してしまった等の場
合は、その事実を立証すれば契約を取消すことができます。また、消費者が
一方的に不利な契約条項等は無効にできます。

◆困ったときは、早めに消費生活センターへ◆

　
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
は
百
四
十
四
件
あ
り
、
前
年
度
の

一
・
四
倍
に
な
り
ま
し
た
。
目
立
っ
て
多

か
っ
た
の
は
、
利
用
し
た
覚
え
の
な
い
ア

ダ
ル
ト
情
報
料
の
請
求
で
、
ダ
イ
ヤ
ル
Ｑ

２
・
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
を
含
め
て

六
十
九
件
に
も
の
ぼ
り
ま
し
た
。
某
高
校

の
卒
業
生
に
一
斉
に
請
求
書
を
送
り
つ
け

た
り
、
パ
ソ
コ
ン
も
持
っ
て
い
な
い
高
齢

者
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
提
供
料

を
請
求
す
る
な
ど
、
事
実
に
基
づ
か
な
い

架
空
の
請
求
が
多
発
し
ま
し
た
。
ま
た
、

覚
え
の
な
い
高
額
な
国
際
電
話
料
金
の
請

求
や
、
電
話
の
ワ
ン
切
り
ト
ラ
ブ
ル
に
関

す
る
相
談
も
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

◆
利
用
し
た
覚
え
の
な
い

　
　
　
情
報
サ
ー
ビ
ス
料
の
請
求

〔
事
例
１
〕
覚
え
の
な
い
ア
ダ
ル
ト
サ
イ

　
ト
情
報
料
が
未
納
だ
と
、
三
万
円
の
請

　
求
は
が
き
が
届
い
た
。
払
わ
な
け
れ
ば
、

　
自
宅
ま
で
取
り
立
て
に
行
く
と
あ
る
。

〔
事
例
２
〕
出
会
い
系
サ
イ
ト
の
料
金
三

　
万
三
千
円
が
未
納
だ
と
、
携
帯
に
電
話

　
が
か
か
っ
て
き
た
。
類
似
の
サ
イ
ト
を

　
利
用
し
た
こ
と
は
あ
る
が
、
料
金
は
支

　
払
っ
た
は
ず
。

　
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
が
債
権
回
収
業
者

か
ら
の
請
求
で
、
利
用
料
に
法
外
な
延
滞

料
や
代
行
回
収
料
が
加
算
さ
れ
て
お
り
、

強
迫
め
い
た
文
面
に
な
っ
て
い
ま
す
。

★
利
用
し
た
覚
え
の
あ
る
場
合

　
利
用
分
の
支
払
義
務
は
あ
り
ま
す
。
延

滞
料
の
上
限
は
年
利
一
四
・
六
％
で
す

の
で
、
そ
れ
以
上
請
求
さ
れ
て
も
払
う
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
債
権
回
収
業
者
か

ら
請
求
が
き
た
場
合
、
債
権
譲
渡
通
知
を

受
け
取
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
支
払
義
務
は

あ
り
ま
せ
ん
。

★
利
用
し
た
覚
え
の
な
い
場
合

　
何
等
か
の
名
簿
を
基
に
、
不
特
定
多
数

に
発
送
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

請
求
自
体
が
架
空
で
あ
り
不
当
な
の
で
、

払
わ
ず
放
置
し
て
お
い
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。

業
者
に
電
話
を
か
け
直
し
た
り
し
て
、
今

以
上
に
個
人
情
報
を
知
ら
せ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
家
に
行
く
な
ど
の
強
迫
め
い
た
文
面
で

あ
っ
て
も
、
実
際
に
自
宅
ま
で
取
立
て
に

き
た
と
い
う
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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住
宅
関
連
全
体
で
は
、
契
約
ト
ラ
ブ
ル
、

工
事
の
遅
れ
、
水
漏
れ
や
騒
音
、
住
宅
の

不
具
合
等
が
百
三
件
あ
り
、
補
修
・
リ
フ

ォ
ー
ム
工
事
等
の
役
務
に
関
す
る
相
談
を

合
わ
せ
る
と
百
五
十
九
件
に
な
り
、
相
談

全
体
の
一
五
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

◆
賃
貸
住
宅
の
ト
ラ
ブ
ル

　
賃
貸
住
宅
に
関
す
る
相
談
は
七
十
件
あ

り
、
退
去
時
の
不
当
な
原
状
回
復
費
の
請

求(

高
す
ぎ
る
敷
引
額)

に
つ
い
て
の
相
談

　消費生活に関するご相談のあるかたで、平日に相談しにくいかたや、
急いで相談したい場合などにご利用ください。
★ウィークエンドテレホン(毎週土曜日・午前10時～午後４時)　　
　日本消費生活アドバイザー・コンサルタント協会　106-6366-0110

★日曜電話相談(毎週日曜日・午前10時～午後４時)
　全国消費生活相談員協会　106-6203-7684

 補助犬同伴利用にご協力を！

問い合わせ　障害福祉課　138-2043

　昨年10月から「身体障害者補助犬法」が施行
され、公共施設や交通機関を身体障害者が利用
する場合に、補助犬の同伴を拒むことは禁じら
れています。また、本年10月からは、デパート、
スーパー、ホテル、飲食店などの不特定多数の
かたが利用する施設でも、補助犬の同伴を拒ん
ではならなくなります。
　障害のあるかたがたの自立や社会参加の促進
のため、施設管理者や施設を利用される皆さん
のご理解とご協力をお願いします。
■同伴が認められる補助犬とは…
　盲導犬　視覚障害者の歩行の安全を確保する
　　　　　よう訓練され、国家公安委員会指定
　　　　　法人の認定を受けた犬
　介助犬　肢体不自由者のために、日常生活の
　　　　　動作を助けるよう訓練され、厚生労
　　　　　働大臣指定法人の認定を受けた犬
　聴導犬　聴覚障害者のために、音を聞き分け
　　　　　て知らせたり、音源へ誘導するよう
　　　　　訓練され、厚生労働大臣指定法人の
　　　　　認定を受けた犬

出前講座のご案内

　消費生活センターでは、1 0人以上
のグループからの依頼があれば、ご
希望の場所へ出向いて講座(２時間程
度)を行なっています。
　悪質商法の話、食品の安全の話、
リサイクル手芸その他ご希望のテー
マをお知らせください。

　
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
ト
ラ
ブ
ル
、
ま
す
ま
す
増
加

◆
ヤ
ミ
金
の
手
口

〔
事
例
１
〕
『
低
金
利
』
だ
と
い
う
融
資

　
の
勧
誘
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
の
で
、

　
十
万
円
の
融
資
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、

　
先
に
三
万
五
千
円
振
り
込
め
と
い
わ
れ
、

　
そ
の
通
り
に
し
た
が
、
い
つ
ま
で
た
っ

　
て
も
融
資
の
振
り
込
み
が
な
い
。

〔
事
例
２
〕
ヤ
ミ
金
か
ら
五
万
円
借
り
、

　
毎
月
返
済
し
て
い
る
。
も
う
す
で
に
、

　
十
七
万
円
も
返
済
し
て
い
る
の
に
、
元

　
金
が
な
く
な
ら
な
い
。

〔
事
例
３
〕
漆
塗
り
の
不
審
な
電
報
が
来

　
て
、
覚
え
の
な
い
借
金
の
返
済
を
迫
ら

　
れ
た
。
払
わ
な
い
と
職
場
や
近
所
、
親

　
戚
に
迷
惑
が
か
か
る
と
書
い
て
あ
る
。

◎
事
例
１
の
よ
う
な
相
談
が
何
件
か
続
き

ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
か
ら
業
者
に
電
話
し

て
、
返
金
し
て
も
ら
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り

　
サ
ラ
金
、
ヤ
ミ
金
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、

ロ
ー
ン
等
金
融
関
連
の
相
談
が
、
前
年
の

三
十
四
件
か
ら
八
十
件
へ
と
二
・
四
倍
に

増
え
ま
し
た
。
ヤ
ミ
金
業
者
か
ら
、
借
り

た
覚
え
の
な
い
請
求
の
は
が
き
や
封
書
が

無
差
別
に
送
り
つ
け
ら
れ
、
中
に
は
強
迫

ま
が
い
の
恐
ろ
し
い
文
面
の
漆
塗
り
電
報

が
届
く
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
　

　
電
話
や
チ
ラ
シ
で
の
「
低
金
利
」
「
誰

で
も
借
り
れ
る
」
な
ど
と
い
う
宣
伝
を
つ

い
信
じ
て
、
そ
れ
ほ
ど
融
資
を
必
要
と
し

て
い
な
い
人
ま
で
融
資
を
受
け
、
多
額
の

請
求
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
過
去

に
融
資
を
受
け
す
で
に
返
済
し
た
人
が
口

座
へ
勝
手
に
入
金
さ
れ(

押
し
貸
し)

、
強

迫
ま
が
い
に
高
利
の
請
求
を
さ
れ
る
な
ど
、

誰
も
が
被
害
者
に
な
り
得
る
よ
う
な
最
近

の
状
況
で
す
。

ヤ
ミ
金
等
の
相
談
件
数
が
、
前
年
の
二
・
四
倍
に

ま
す
が
、
事
業
者
と
連
絡
が
取
れ
ず
、
諦

め
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
融
資
を
依
頼

し
て
、
先
に
お
金
を
振
り
こ
む
よ
う
に
要

求
す
る
業
者
は
危
険
で
す
。

◎
事
例
２
の
よ
う
に
、
返
し
て
も
返
し
て

も
元
金
が
な
く
な
ら
な
い
と
い
う
相
談
は

か
な
り
多
い
で
す
。

　
ヤ
ミ
金
は
存
在
自
体
が
違
法
で
、
先
日

国
会
で
法
案
が
通
っ
た
よ
う
に
、
利
子
は

一
切
払
わ
な
く
て
も
良
い
の
で
す
。
債
務

不
存
在
、
過
払
い
金
返
還
請
求
を
文
書
で

出
し
、
き
っ
ぱ
り
と
し
た
態
度
を
取
り
ま

し
ょ
う
。

　
覚
え
の
な
い
請
求
、
覚
え
の
な
い
業
者

に
は
対
応
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
支
払
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
か
っ
こ
う
の
カ

モ
に
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
自
分
で

対
応
で
き
な
い
時
は
一
人
で
悩
ま
ず
に
、

弁
護
士
会
、
司
法
書
士
会
、
被
害
者
の
会

等
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
度
を
越
え
た
強
迫
が
あ
れ
ば
、
警
察
へ

届
け
ま
し
ょ
う
。

が
、
依
然
と
し
て
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
入
居
物
件
が
競
売
に
か
か
っ
て

い
る
の
で
心
配
と
い
う
相
談
や
、
家
賃
に

関
す
る
も
の
、
害
虫
の
発
生
な
ど
で
す
。

◆
家
の
補
修
・
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

　
家
を
訪
れ
、
排
水
管
や
、
床
下
の
湿
気

や
白
蟻
対
策
、
床
下
補
強
、
屋
根
等
に
つ

い
て
「
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
は
危
険

だ
！
」
と
不
安
を
煽
り
、
必
要
の
な
い
工

事
の
契
約
を
さ
せ
て
し
ま
う
と
い
う
手
口

が
あ
り
ま
す
。

◆
家
庭
訪
問
の
点
検
商
法
に
ご
注
意
を

　
一
人
暮
し
の
高
齢
者
が
、
訪
問
販
売
で

防
犯
装
置
を
契
約
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、

そ
の
業
者
が
家
の
中
を
あ
ち
こ
ち
点
検
し
、

不
安
を
煽
り
、
次
々
と
数
百
万
円
も
の
契

約
を
さ
せ
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。

◎
家
庭
訪
問
の
業
者
へ
の
対
応
と
し
て
は
、

話
を
聞
か
な
い
、
家
に
入
れ
な
い
、
そ
の

場
で
契
約
し
な
い
等
に
注
意
す
る
こ
と
、

家
族
や
地
域
の
連
携
で
、
ト
ラ
ブ
ル
を
早

期
に
発
見
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
多
か
っ
た
住
宅
関
連
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

◆阪神芸術祭オープニングイベント
�９月７日(日)13時30分～　�伊丹アイ
フォニックホール　�講演(大阪音楽大
学学長・西岡信雄氏)、オープニングコン
サート　�鈴木華重子(ピアノ独奏)、伊
丹シティフィルハーモニー　	要整理券。
先着順　
国際文化課(138-2008)

◆ミニ展示体験工房
�８月25日(月)11時～12時　�女性セン
ター　�「絵本の読みきかせ」(２・３歳
向け)　�吉岡美奈子氏　�先着親子20組

女性センター(138-2023 大原町2-6 ラ・
モール芦屋２階)

◆クリーンハイキング
�９月７日(日)９時30分出発、雨天中止
�旧山手幼稚園前に集合(９時)→柿谷→
ゴロゴロ岳→奥池・遊びの広場　�山を
清掃しながらのハイキング、お楽しみ抽
選会　
経済課(138-2033)

◆地域福祉課からのお知らせ

地域福祉課(138-2113)
【戦没者等の妻に対する特別給付金】
�第17回特別給付金国庫債券「い」号の
受給権者で、平成1 5 年４月１日において、
公務扶助料・遺族年金等の支給を受けて
いるかた　�額面200万円、無利子、10年
償還の記名国債　	平成18年３月31日まで
【戦没者の父母等に対する特別給付金】
�第19回特別給付金国庫債券「い」号の
受給権者で、平成1 5 年４月１日において、
公務扶助料・遺族年金等の支給を受け、
平成15年３月31日までの間に氏を同じく
する子・孫のおられないかた　�額面100
万円、無利子、５年償還の記名国債　	
平成18年３月31日まで

◆下水道排水設備工事責任技術試験
�11月９日(日)　�流通科学大学(神戸市
西区学園西町3 - 1 )　�試験日時点で、満
20歳以上のかた　�5,000円　	９月１日
から配布する申込書で、９月８日から12
日までに右記へ　
下水道課維持担当(1
38-2064)

◆第２回危険物取扱者試験　
�10月26日(日)10時～17時　�神戸市ほ
か７会場　�甲種・乙種全類・丙種　	
９月１日から４日までに右記へ　
消防
本部予防課(138-2098)

◆「源氏物語」原典を読む講座　
�８月25日(月)10時～12時　�市民セン
ター401室　�鈴木紀子氏　�1,400円(２
回分)　	直接会場へ　
谷崎潤一郎記念
館(123-5852)

◆国際交流協会(ＡＣＡ)からのお知らせ
�＆
国際交流協会(134-6340）
【ドイツ語入門講座　受講生募集】
�９月２日～12月16日、火曜日(祝日を除
く・全15回)18時30分～20時　�17人　
�18,750円(入会費・テキスト代別)
【モンテベロ交換学生帰国報告会】
�９月３日(水)18時30分～19時30分　�30人

◆８月の体力測定
�８月31日(日)13時～15時　�体育館・
青少年センター　�体育館トレーニング
室利用登録済みのかた(今年２月以降に
測定されたかたを除く)、先着1 6人　	
８月16日(土)10時から下記へ　
文化振
興財団(131-8228)

◆木の香ただようマイホームプラン
　兵庫県内産の木材を利用して木造住宅
を建築されるかたに、資金を融資します。
最高融資額は2,000万円、固定利率２％、
返済期間は2 5 年以内。融資を希望される
かたは、金融機関への申請とは別に「県
産木材・ひょうご県産認定木材製品使用
住宅証明申請書」の提出が必要です。　

兵庫県阪神南県民局地域振興部農林課
(106-4869-6029)

◆県立芦屋高校コミュニティカレッジ
�９月６日～10月25日、土曜日、13時～
1 6時　�県立芦屋高校、美術博物館　�
あっとアートの美術教室「中級油絵講座
とワークショップ」　�県立芦屋高校教
諭・岩田茂氏ほか　� 1 8歳以上のかた、
若干名　�1,000円(保険料500円含む)、用
具・材料等は自己負担　	往復はがきに
氏名・年齢・性別・郵便番号・住所・電
話番号を記入し、８月2 8日(木)＜必着＞
で下記へ。応募多数の場合は抽選　
県
立芦屋高校 コミュニティカレッジ係(1
32-2325　〒659-0063 宮川町6-3)

◆第６期　灘の酒大学
�９月30日～３月12日(全７回)、18時30
分～20時30分　�櫻正宗記念館「櫻宴」
ほか　�酒に合う料理(調理実習)、日本
酒と健康ほか　�20歳以上のかた、60人
�12,000円(７回分)、ペアは22,000円　	
往復はがきに、氏名・年齢・性別・郵便
番号・住所・電話番号を記入し、８月22
日(金)＜必着＞で下記へ。応募多数の場
合は抽選　
東灘区役所まちづくり支援
課「灘の酒大学」係(1078-841-4131　〒
658-8570　住所不要)

個人市民税･県民税(第2期分)
　　　　／課税課市民税担当　 138-2016
法人市民税･事業所税(6月30日決算の法
人等)　   ／課税課管理担当　　138-2015
介護保険料(普通徴収第2期)
　／高年福祉課介護保険担当　 138-2046
個人事業税(第1期分)
／西宮県税事務所個人課税課　10798-39-6114

～納付は便利な口座振替で～

納　期 ９月１日まで

問い合わせ　文化振興財団　131-4962 問い合わせ　公民館　135-0700 (〒659-0068 業平町8-24)

税Ｑ＆Ａ
　
　
要
介
護
認
定
を
受
け
た
高
齢
者
を
扶
養

　
し
て
い
ま
す
が
、
扶
養
控
除
以
外
に
何
か

　
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

　
　
所
得
税
、
市
・
県
民
税
に
お
け
る
障
害

　
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が

　
あ
り
ま
す
。

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
六
十
五
歳
以
上
の

か
た
に
つ
い
て
は
、
介
護
認
定
の
審
査
や
判
定
資

料
等
を
も
と
に
、
各
市
町
村
の
介
護
保
険
担
当
課

ま
た
は
高
齢
者
担
当
課
で
「
障
害
者
控
除
認
定

書
」
が
交
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
交
付
を
受
け
た
か
た
を
扶
養
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

な
く
て
も
、
所
得
税
、
市
・
県
民
税
に
お
け
る
障

害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

公民館 おしゃべり音楽会

バロックからジャズまで…

■日時　９月13日(土)午後１時30分～３時　■会場
市民センター・音楽室　■出演　江崎浩司(リコーダ
ー)、頼田 麗(ヴィオラ・ダ・ガンバ)、長久真実子
(ピアノ)　■曲目　恋のうぐいす／煙が目にしみる／
チャールダッシュ　ほか
■参加費　300円　■申し込み　往復はがきに参加者
全員の氏名・住所・電話番号を記入の上、９月２日
(火)までに公民館「９月の音楽会」係へ

ＮＨＫ公開セミナー

「円山応挙」〈写生画〉創造への挑戦

■日時　９月19日(金)午後１時30分～３時　■会場　
ルナ・ホール　■講演　「応挙の写生画」冷泉家時
雨亭文庫理事長・冷泉為人氏　■申し込み　往復は
がきに住所・氏名・電話番号を記入の上、９月６日
(土)までに、公民館「NHK公開セミナー」係へ。
※１枚で１人、入場できます。
☆参加者には、大阪市立美術館で９月13日(土)から開
　催する「円山応挙展」招待券(１人１枚)を進呈。

第17回　芦屋市民絵画展作品募集

日　時　９月７日(日)午前10時～午後４時
会　場　市民センター301室
対　象　市内在住、在勤または在学(高校生以上)のかた
作　品　絵画一般(日本画、洋画)で自作、未発表の作品。
　　　　50号(116.7㎝×90.9㎝)以内で額装し、ヒモをつけること
出品料　500円(１人２点まで)
展　示　９月10日～14日
　　　　午前９時～午後７時(最終日は午後３時まで)　
　　　　市民センター301・302室

　
　 

問
い
合
わ
せ
　
課
税
課
市
民
税
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
1
#8
２
０
１
６

毎月20日は�

環境にやさしいドライブマナーを�

「阪神地域ノーマイカーデー」�

A Q
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問
い
合
わ
せ
　
美
術
博
物
館
　
1
#8
５
４
３
２

　
俳
人
の
正
岡
子
規(

一
八
六

七
〜
一
九
○
二)

に
は
、
双
璧

と
も
い
う
べ
き
二
人
の
弟
子
が

い
ま
し
た
。
高
浜
虚
子(

一
八
七

四
〜
一
九
五
九)

と
河
東
碧
梧

桐(

一
八
七
三
〜
一
九
三
七)

で

す
。
現
在
、
虚
子
記
念
文
学
館

が
平
田
町
に
あ
り
ま
す
が
、
実

は
碧
梧
桐
も
一
時
、
芦
屋
に
暮

ら
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
二
人
は
、
松
山
中
学(

愛
媛)

の
同
級

生
で
、
碧
梧
桐
は
野
球
を
通
じ
て
子
規
に
出
会
い
、

や
が
て
俳
句
の
指
導
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
碧
梧
桐
を
介
し
て
、
虚
子
も
子
規

門
下
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す(

日
本
近
代
文

学
大
事
典)

。

　
子
規
の
俳
句
革
新
運
動
に
加
わ
っ
た
碧
梧
桐
は
、

子
規
没
後
、
新
聞
『
日
本
』
な
ど
の
俳
句
選
者
を

継
承
し
、
明
治
三
十
九
年
か
ら
四
十
四
年
に
か
け

て
二
度
に
わ
た
っ
て
全
国
遍
歴
の
旅
に
出
て
い
ま

す
。
こ
の
大
遊
説
は
、
俳
句
の
近
代
化
を
進
め
る

上
で
極
め
て
重
要
な
運
動
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
　

　
大
正
八
年
、
『
大
正
日
々
新
聞
』
の
社
会
部
長
と

し
ょ
う
へ
い

し
て
招
聘
さ
れ
た
碧
梧
桐
が
芦
屋
の
浜
辺
に
あ
っ
た

貸
別
荘
に
移
住
し
て
き
ま
す
。
こ
の
背
景
に
は
、
健

康
に
す
ぐ
れ
ぬ
養
女
御
矢
子(

俳
人
・
青
木
月
斗
の
三

女)

の
転
地
療
養
が
ひ
と
つ
の
要
因
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
当
時
の
芦
屋
が
も
っ
て
い
た
健
康
地
と

し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
浜
辺
の
家
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

　
結
局
、
療
養
の
甲
斐
無
く
養
女
は
亡
く
な
り
、

『
大
正
日
々
新
聞
』
も
解
散
と
な
っ
た
た
め
、
大
正

九
年
末
に
は
心
機
一
転
、
欧
州
外
遊
に
出
発
し
て
い

ま
す
。
わ
ず
か
一
年
数
カ
月
の
短
い
期
間
で
し
た

が
、
芦
屋
と
俳
壇
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
注
目
す

べ
き
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

「トライやる・ウィーク」を実施しました

　中学生が地域の事業所等で働くことを体験する「トライやる・ウィーク」。６回
目となった今年も多くのかたがたの思いやりに支えられ、生徒たちは「働くことと
は」を考える貴重な体験をすることができました。１週間、地域のかたがたと触れ
合い、仕事の楽しさだけでなく厳しさも感じた生徒たちの感想を紹介します。
　今後も、地域の皆さんのご理解とご支援をお願いします。

　
私
が
あ
し
や
喜
楽
苑
に
行
っ
て
思
っ
た

こ
と
は
、
お
年
寄
り
の
か
た
も
職
員
の
か

た
も
と
て
も
生
き
生
き
し
て
い
る
事
で
し

た
。
送
迎
車
に
乗
っ
て
迎
え
に
行
く
と
き
、

職
員
の
か
た
は
毎
日
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ

を
し
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
お
年
寄
り

の
か
た
も
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
く

れ
ま
し
た
。
お
昼
ご
は
ん
の
準
備
は
大
変

で
す
。
お
か
ゆ
の
人
も
い
れ
ば
、
お
か
ず

を
刻
ん
で
い
る
も
の
を
食
べ
る
人
、
人
そ

れ
ぞ
れ
で
、
調
理
場
の
人
も
色
々
な
も
の

を
毎
日
作
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　「
直
接
お
年
寄
り
と
は
接
し
て
い
な
い
け

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ど
、
そ
の
人
が
欠
け
る
と
お
年
寄
り
に

と
っ
て
一
番
の
環
境
が
無
く
な
っ
て
し
ま

う
ん
だ
な
あ
」
最
終
日
に
職
員
の
か
た
の

お
話
を
聞
い
て
私
は
こ
う
思
い
ま
し
た
。

　
お
年
寄
り
の
か
た
が
職
業
に
つ
い
て
、

「
自
分
に
合
っ
て
い
る
と
思
っ
た
ら
、
そ

の
仕
事
を
天
職
に
し
て
ず
っ
と
続
け
な
さ

い
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
も
天
職

を
見
つ
け
て
一
生
懸
命
働
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

あ
し
や
聖
徳
園

あ
し
や
喜
楽
苑

「
一
軒
家
も
す
ぎ
お
ち
葉
す
る
風
の
ま
ゝ
に
ゆ
く
　
碧
」

(

個
人
蔵)

　
「
笑
顔
が
大
切
」
そ
れ
が
私
の
ト
ラ
イ

や
る
で
す
。
保
育
所
の
先
生
に
「
子
ど
も

た
ち
は
人
の
表
情
を
よ
く
見
て
る
よ
〜
」

っ
て
言
わ
れ
て
、
は
じ
め
は
「
そ
う
な
の

か
な
あ
」
と
か
思
っ
て
て
あ
ま
り
気
に
し

て
い
な
か
っ
た
。
で
も
、
子
ど
も
た
ち
と

遊
ん
で
る
時
に
私
が
笑
っ
て
い
な
い
と
、

「
お
姉
ち
ゃ
ん
お
も
し
ろ
く
な
い
の
〜
？
」

っ
て
言
わ
れ
た
。
そ
の
時
本
当
に
子
ど
も

は
人
の
表
情
と
か
見
て
い
る
ん
だ
な
あ
と

思
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
時
だ
け

じ
ゃ
な
く
何
を
す
る
の
で
も
笑
顔
で
い
ら

れ
る
こ
と
は
い
い
事
だ
と
思
う
。
保
育
所

の
先
生
た
ち
は
み
ん
な
笑
顔
だ
っ
た
。

地域に学ぶ　中学生体験活動週間

　
初
日
か
ら
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
く

た
く
た
で
帰
っ
た
ら
す
ぐ
に
寝
て
し
ま
い

ま
し
た
。
日
が
経
つ
に
つ
れ
て
仕
事
に
は

慣
れ
て
い
っ
た
け
ど
会
話
に
は
ど
う
し
て

も
慣
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
何
を
話
し
た

ら
い
い
ん
だ
ろ
う
。
沈
黙
は
気
ま
ず
い
。

今
日
の
天
気
の
こ
と
か
？
　
そ
れ
と
も
好

き
な
食
べ
物
の
話
題
が
い
い
か
？
」
な
ど

と
、
か
ら
回
り
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

五
日
目
に
よ
う
や
く
自
分
か
ら
話
し
か
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
入
浴
の
手

伝
い
で
髪
を
乾
か
す
時
に
お
茶
を
勧
め
た

り
、
話
し
か
け
た
り
し
ま
し
た
。
不
思
議

と
何
か
作
業
を
し
な
が
ら
だ
と
す
ら
す
ら

と
自
分
か
ら
話
し
か
け
た
り
で
き
て
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
普
段
、
自
分
の
行
動
を
自
分
で
考
え
る

こ
と
は
あ
ま
り
無
い
け
ど
、
何
を
す
れ
ば

い
い
か
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
五
日
間
で
思
っ
た
こ

と
、
感
じ
た
こ
と
こ
れ
ら
を
全
て
無
駄
に

し
な
い
よ
う
に
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
に

役
立
て
よ
う
と
思
い
ま
す
。

精
道
中
学
校
　
金
本
　
悠
加

山
手
中
学
校
　
吉
川
　
祥

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

新
浜
保
育
所潮

見
中
学
校
　
黒
崎
　
瞳

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

「
と
て
も
感
じ
が
良
く
て
す
ご
い
な
あ
」

と
思
っ
た
。
「
笑
顔
」
と
い
う
の
は
簡
単

に
作
れ
そ
う
な
感
じ
が
す
る
け
ど
怒
っ
た

顔
と
か
イ
ヤ
な
顔
よ
り
と
っ
て
も
む
ず
か

し
い
ん
だ
な
あ
と
感
じ
た
。
こ
の
一
週
間

で
ち
ょ
っ
と
「
笑
顔
」
の
意
味
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
！

　
こ
の
一
週
間
と
て
も
貴
重
な
体
験
が
で

き
ま
し
た
。
特
に
せ
り
が
一
番
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
明
石
や
淡
路
で
は
札
に

魚
の
値
段
を
書
い
て
売
る
人
に
見
せ
ま
す
が
、

深
江
で
は
手
を
使
っ
て
魚
の
値
段
を
見
せ

ま
す
。
リ
ズ
ム
感
が
あ
り
、
手
を
使
っ
て

魚
の
値
段
を
あ
ら
わ
す
の
が
と
て
も
面
白

か
っ
た
で
す
。
仕
事
で
一
番
し
ん
ど
か
っ

い
け
す

た
こ
と
は
、
生
簀
の
掃
除
で
す
。
汚
れ
が

ひ
ど
い
の
で
苦
労
し
た
け
ど
、
汚
れ
が
取

れ
た
後
の
す
ご
い
達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
。

漁
師
は
と
て
も
大
変
な
仕
事
だ
と
改
め
て

わ
か
り
ま
し
た
。
で
も
、
こ
の
体
験
が
で

き
た
の
は
家
族
が
協
力
し
て
く
れ
た
か
ら

で
す
。
朝
早
い
の
に
お
弁
当
を
つ
く
っ
て

く
れ
た
り
し
て
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。
ほ
か
に
も
福
丸
水
産
の
か
た
が
、
シ

ラ
ス
な
ど
を
た
く
さ
ん
く
れ
た
り
し
て
、

と
て
も
親
切
に
し
て
く
れ
た
の
で
仕
事
が

し
や
す
か
っ
た
で
す
。
と
て
も
貴
重
な
体

験
が
で
き
、
い
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

福
丸
水
産精

道
中
学
校
　
能
勢
　
啓
志

フ
ジ
カ
ラ
ー
パ
レ
ッ
ト
プ
ラ
ザ

芦
屋
店

潮
見
中
学
校
　
坪
内
　
聖
幸

　
「
仕
事
が
な
い
時
間
な
ど
な
い
」
そ
れ

が
僕
の
ト
ラ
イ
や
る
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、

お
客
さ
ん
が
来
な
く
て
も
お
店
の
中
や
外

の
掃
除
を
し
た
り
、
ネ
ガ
を
写
真
に
す
る

時
に
使
う
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
は
り
つ
け

た
り
す
る
か
ら
で
す
。
で
も
、
お
店
の
人

た
ち
に
何
も
指
示
さ
れ
な
く
て
、
「
と
て

も
長
い
一
日
だ
な
」
と
思
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
で
も
そ
ん
な
何
も
す
る
こ
と
が

な
い
時
に
店
長
は
、
お
店
の
外
を
掃
除
し

て
い
ま
し
た
。
僕
は
そ
れ
を
見
て
か
ら
、

暇
な
と
き
も
仕
事
と
し
て
掃
除
を
し
た
ら

い
い
ん
だ
と
思
い
始
め
ま
し
た
。
お
店
の

外
は
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
、

ア
メ
の
袋
な
ど
の
ご
み
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
掃
除
を
始
め
る
こ

と
も
多
か
っ
た
で
す
。

　
「
ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
」
を
終
え
て

思
っ
た
こ
と
は
お
店
に
い
た
ら
全
て
の
こ

と
が
仕
事
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
ま
ず
は
、
芦
屋
に
あ
る
遺
跡
に
つ
い
て

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
分
の
住
ん

で
い
る
芦
屋
に
は
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の

遺
跡
が
あ
る
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。
実
際

に
外
に
出
て
遺
跡
め
ぐ
り
も
し
ま
し
た
。

　
三
日
目
か
ら
最
終
日
ま
で
は
旧
三
条
小

学
校
の
校
舎
で
本
物
の
土
器
な
ど
の
出
土

品
の
水
洗
い
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
と
ニ
ス
塗
り
、

そ
し
て
出
土
品
の
復
元
で
し
た
。
出
土
品

の
水
洗
い
は
、
一
見
簡
単
そ
う
に
見
え
ま

す
が
硬
い
物
と
軟
ら
か
い
物
で
、
洗
う
道

具
を
使
い
分
け
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
で
し

た
。
特
に
赤
っ
ぽ
い
土
器
は
と
て
も
溶
け

や
す
く
手
に
と
っ
た
瞬
間
ボ
ロ
ボ
ロ
と
壊

れ
る
物
も
あ
り
ま
し
た
。
「
ネ
ー
ミ
ン
グ
」

で
は
、
ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
土
器
に
小
さ
な
字

で
書
く
こ
と
に
苦
労
し
、
「
出
土
品
の
復

元
」
で
一
度
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
物
が
ピ

タ
ッ
と
合
っ
た
時
に
は
感
動
し
ま
し
た
。

　
こ
の
五
日
間
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
し

て
「
困
難
」
と
「
感
動
」
そ
し
て
「
さ
ま

ざ
ま
な
人
と
の
交
わ
り
を
通
し
て
一
つ
の

こ
と
を
成
し
遂
げ
る
」
と
い
う
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
社
会
の
一
部
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

市
役
所
文
化
財
課

山
手
中
学
校
　
助
野
　
由
佳

◯52
芦屋ゆかりの人々⑧

河東碧梧桐
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